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大阪大学人間科学研究科研究倫理委員会　研究倫理チェックリスト

入力の注意：このファイルはフォーム様式でロックされています。グレーになっている部分のみ入力可能です。万一チェック欄をクリックしてもチェックが入らない場合には、ロックが解除されている可能性がありますので、Wordのヘルプを参照の上、フォーム様式でロックしてから入力ください。また、チェックリストは、人間科学研究科共通の様式になっています。チェックリストのロックを外して、改変しないようにお願いします。チェックリストは、形式的確認のためのものなので、研究計画の内容については申請書に記載してください。
	[bookmark: Check4][bookmark: Check5][bookmark: Check6][bookmark: Check7]申請者の所属　　　|_|行動系　|_|社会系　|_|教育系　|_|共生学系　	

	研究分野名
[bookmark: Text1]     
	職または学年
[bookmark: Text2]     
	指導教員名（大学院生の場合）
[bookmark: Text3]     

	申請者氏名
[bookmark: Text4]     
	研究課題名
[bookmark: Text5]     


[bookmark: _GoBack]
人間科学研究科所属の教員および大学院生（一部の学部生も含む）が行う人を対象とする全ての調査・研究について倫理委員会の承認を得る必要があります。次の研究方法のなかから、該当するものを選択し、項目をチェックして下さい。

＜研究方法＞
	実施する研究方法を選択してください。（複数選択可）
|_|Ａ．介入を伴う実験・臨床試験
　　　　             ↳ Ａを選択した人はp.2～p.4へ
|_|Ｂ．参与観察・介入を伴わない観察研究
　　　　             ↳ Ｂを選択した人はp.5～p.6へ
|_|Ｃ．インタビュー調査
　　             　　↳ Ｃを選択した人はp.7～p.9へ
|_|Ｄ．記名式質問紙調査・疫学調査・個人情報を扱う資料調査
　　　　             ↳ Ｄを選択した人はp.10～p.11へ
|_|Ｅ．無記名質問紙調査
　　             　　↳ Ｅを選択した人はp.12～p.13へ
[bookmark: Text6]|_|Ｆ．その他の調査研究（     ）
　　             　　↳ Ｆを選択した人はp.14～p.16へ



上記で選択した研究方法のみチェックしてください。自分が行わない研究方法についてはチェックする必要はありません。複数の研究方法を選択した場合､共通-1～共通-6については一回チェックすればよいです。
項目内容を満たしていれば「はい」に、満たしていなければ「いいえ」に、申請者の研究計画に当てはまらない場合には「非該当」に、現時点では不明の場合には「わからない」にチェックしてください。チェックが終了したら、各学系の研究倫理審査申請書とともに各学系倫理委員会に提出してください。







1

Ａ．介入を伴う実験・臨床試験
＜研究実施主体＞
	共通-1
	研究の実施にあたって、あなたはその研究に必要な専門的知識と技能をもち、十分な経験を有していますか？あるいは、そうした知識と技能、経験をもつ専門家の指導と監督のもとで研究を行いますか？
	[bookmark: Check1][bookmark: Check2]|_|はい|_|いいえ

	共通-2
	研究の目的、方法、計画に、差別や悪意など社会的に不適切な動機や通念が含まれていないことを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-3
	本研究をあなたといっしょに行う、または業務の重要な部分を委託する、共同研究者、研究機関、団体、事業者がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|未定

	共通-4
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-5
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、それらとあなたとの関係や役割について文書によって取り決めを行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-6
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、共同研究の場合には当該機関における倫理審査の有無、事業者への委託の場合には事業者の倫理規範について十分な確認を行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜安全性＞
	A-7
	心身の問題や社会関係上の問題が、あなた自身、所属する組織、共同研究者や補助者に生じないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ

	A-8
	心身の問題や社会関係上の問題が、研究対象者とその関係者に生じないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ

	A-9
	研究対象者のプライバシー（長期間の行動観察、人間関係等）や機微情報（政治的信念、宗教的信仰、性的志向性等）に著しく立ち入る情報を扱っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	A-10
	研究遂行中に研究対象者になんらかの問題を発見した場合、それに対する適切な介入や支援を行うように配慮しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	A-11
	研究遂行中に研究対象者になんらかの問題を発見し、あなた自身や共同研究者の専門性では対処できない場合、問題を放置せず、第三者に仲介や介入を依頼することも考慮していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜インフォームドコンセント＞
	A-12
	研究対象者またはその保護者などの代諾者から同意を得る方法は何ですか？
	|_|文書|_|口頭|_|わからない

	A-13
	研究対象者に、子ども、障害や疾患を有する、民族的マイノリティーなど、特別の配慮を要する社会的弱者が含まれていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	A-14
	子ども、障害や疾患を有する人などを対象とする研究においても、可能な限り研究内容を理解でき、自発的に研究に参加できる対象者を探す努力をしますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-15
	子ども、障害や疾患を有する人など、通常の方法の説明では研究内容の理解を得るのが困難で、かつ研究目的上そうした人々を対象とせざるを得ない研究の対象者の場合については、保護者や後見人などの代諾者に十分な説明を行い、代諾者から同意を得ますか？また、研究に対する本人の不快感や拒絶意志について可能な限り確認し、それを尊重する配慮をしていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-16
	研究対象者が、学校、病院、福祉施設などの生徒、患者、入居者など、機関や団体の管理下にある場合、当該機関の倫理委員会の承認を得る準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-17
	研究の説明の際、研究への参加は自由意思で決定でき、途中で中断・撤回できること、中断・撤回してもなんら不利益を被らないことを研究対象者に説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-18
	研究対象者が学生である場合、研究への不参加や参加が学生の教育にとって何らかの不利益を与えないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-19
	研究対象者に対して選ばれた理由と研究参加への依頼方法を明確に説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-20
	研究の意義・目的、参加する期間、具体的な方法について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-21
	研究に参加することによって得られる利益（金銭等による謝礼の提供を含む）、予測される危険性について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-22
	個人情報の取り扱いや成果公表時の配慮について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-23
	写真・ビデオ撮影、録音等を行う場合、実施する方法に配慮するとともに、研究対象者や関係者に同意を得ますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-24
	研究対象者が問い合わせできるように、研究代表者あるいは共同研究者の氏名、所属組織、連絡先等を知らせますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜個人情報の保護＞
	A-25
	研究で得られた個人情報およびデータの紛失、漏洩、取り違え等を防ぐために、厳重に保管し管理する方法（匿名化処理、保存媒体、保存場所等）について計画書に明記していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-26
	研究で得られた個人情報は、研究対象者のプライバシーを守ることを優先し、研究対象者の所属する組織や関係者に漏れることがないよう、十分な配慮がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-27
	研究対象者の個人情報を保存する期間、研究終了後の扱いについて同意書・計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-28
	研究成果が公表されることで研究対象者に不利益が生じないように十分に検討していますか？また、研究成果を公表する場合、研究対象者や関係者が特定できる情報は匿名化するなどの工夫を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-29
	研究で得られたデータは、研究の目的だけに使用しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-30
	研究対象者に直接関わる専門家(対象者の主治医、看護師、介護士など)以外が、研究のために対象者の個人情報（カルテなど）にアクセスする場合、対象者ないし代諾者の承諾を得ますか？ 
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-31
	研究対象者の個人情報を教育目的（授業、研究会、セミナー等）で使用する場合、研究対象者が同意をしている場合でも、個人が特定できないように工夫し、情報開示の範囲には配慮しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜虚偽の説明・事後の説明＞
	A-32
	研究計画上、あらかじめ研究の真の目的を説明することができない場合、虚偽の説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-33
	虚偽の説明を行う研究を実施する場合、遅くとも研究終了時点で研究対象者に虚偽の説明があったことを伝え、真の目的を説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-34
	研究代表者あるいは共同研究者は、研究終了後、研究対象者からの質問や要望に対して、誠実に対応する準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ


＜利益相反＞
	A-35
	研究対象者は、現在研究者自身と利害関係や親密な関係にある者、あるいは過去にそうであった者ですか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	A-36
	研究結果に対して経済的利害関係をもつ企業、個人、団体などから資金提供、備品供与、設備供与など研究への援助や便宜を受けていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	A-37
	上記に該当する場合、経済的利害関係にもとづく研究結果およびその公表方法に対するバイアス(利害関係者に有利なデータ解釈や公表方法など)を防止する工夫がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-38
	上記以外に事前に予測される利益相反（研究結果に影響を及ぼす可能性のある経済的利害関係）はありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜研究参加者への報酬＞
	A-39
	研究対象者が研究に参加する対価として、謝金または謝礼を渡しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	A-40
	上記に該当する場合、その対価は社会通念上妥当なものであることを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜情報開示と問合せへの対応＞
	A-41
	研究対象者が、データの開示、利用停止などを求めたら、その要求に速やかに対応しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当



Ａ．介入を伴う実験・臨床試験
2017.5.24一部改正


Ｂ．参与観察・介入を伴わない観察研究
＜研究実施主体＞
	共通-1
	研究の実施にあたって、あなたはその研究に必要な専門的知識と技能をもち、十分な経験を有していますか？あるいは、そうした知識と技能、経験をもつ専門家の指導と監督のもとで研究を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-2
	研究の目的、方法、計画に、差別や悪意など社会的に不適切な動機や通念が含まれていないことを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-3
	本研究をあなたといっしょに行う、または業務の重要な部分を委託する、共同研究者、研究機関、団体、事業者がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|未定

	共通-4
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-5
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、それらとあなたとの関係や役割について文書によって取り決めを行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-6
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、共同研究の場合には当該機関における倫理審査の有無、事業者への委託の場合には事業者の倫理規範について十分な確認を行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜安全性＞
	B-7
	観察対象者のプライバシー（長期間の行動観察、人間関係等）や機微情報（政治的信念、宗教的信仰、性的志向性等）に著しく立ち入る情報を扱っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜インフォームドコンセント＞
	B-8
	対象場所が、学校、病院、福祉施設などの機関や団体の管理下にある場合、当該機関の倫理委員会の承認を得る準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-9
	観察を行う場所を管轄する機関あるいは団体あるいは重要な関係者に対して研究計画を説明し同意を得ますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-10
	観察対象者や関係者から同意を得る方法は何ですか？
	|_|口頭|_|文書　|_|非該当

	B-11
	写真・ビデオ撮影、録音等を行う場合、実施する方法に配慮するとともに、観察対象者や関係者に同意を得ますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-12
	観察対象者が問い合わせできるように、研究代表者あるいは共同研究者の氏名、所属組織、連絡先等を何らかの方法で知らせますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-13
	観察対象者に、子ども、障害や疾患を有する、民族的マイノリティーなど、特別の配慮を要する社会的弱者が含まれていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	B-14
	子ども、障害や疾患を有する人などを対象とする研究においても、可能な限り研究内容を理解でき、自発的に研究に参加できる対象者を探す努力をしますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-15
	子ども、障害や疾患を有する人など、通常の方法の説明では研究内容の理解を得るのが困難で、かつ研究目的上そうした人々を対象とせざるを得ない研究の対象者の場合については、保護者や後見人などの代諾者に十分な説明を行い、代諾者から同意を得ますか？また、研究に対する本人の不快感や拒絶意志について可能な限り確認し、それを尊重する配慮をしていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当



＜個人情報の保護＞
	B-16
	研究で得られた個人情報およびデータの紛失、漏洩、取り違え等を防ぐために、厳重に保管し管理する方法（匿名化処理、保存媒体、保存場所等）について同意書・計画書に明記していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-17
	研究で得られた個人情報は、研究対象者のプライバシーを守ることを優先し、研究対象者の所属する組織や関係者に漏れることがないよう、十分な配慮がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-18
	研究対象者の個人情報を保存する期間、研究終了後の扱いについて同意書・計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-19
	研究成果が公表されることで研究対象者に不利益が生じないように十分に検討していますか？また、研究成果を公表する場合、研究対象者や関係者が特定できる情報は匿名化するなどの工夫を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-20
	研究で得られたデータは、研究の目的だけに使用しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜虚偽の説明・事後の説明＞
	B-21
	研究の目的上、研究者である身分を隠して、対象者に接触することを計画していますか？
	|_|はい|_|いいえ

	B-22
	上記に該当する場合、研究終了後に対象者に対して説明を行う予定ですか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-23
	研究計画上、あらかじめ研究の真の目的を説明することができない場合、虚偽の説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-24
	虚偽の説明を行う研究を実施する場合、遅くとも研究終了時点で研究対象者に虚偽の説明があったことを伝え、真の目的を説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-25
	研究代表者あるいは共同研究者は、研究終了後、研究対象者からの質問や要望に対して、誠実に対応する準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ


＜利益相反＞
	B-26
	研究対象者は、現在研究者自身と利害関係や親密な関係にある者、あるいは過去にそうであった者ですか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	B-27
	研究結果に対して経済的利害関係をもつ企業、個人、団体などから資金提供、備品供与、設備供与など研究への援助や便宜を受けていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	B-28
	上記に該当する場合、経済的利害関係にもとづく研究結果およびその公表方法に対するバイアスを防止する工夫がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-29
	上記以外に事前に予測される利益相反（研究結果に影響を及ぼす可能性のある経済的利害関係）はありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜研究参加者への報酬＞
	B-30
	研究対象者が研究に参加する対価として、謝金または謝礼を渡しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	B-31
	上記に該当する場合、その対価は社会通念上妥当なものであることを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜情報開示と問合せへの対応＞
	B-32
	研究対象者が、データの開示、利用停止などを求めたら、その要求に速やかに対応しますか？（無記名質問紙の場合は「非該当」を選択してください）
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


Ｂ．参与観察・介入を伴わない観察研究
2017.5.24一部改正

Ｃ．インタビュー調査
（事業者に重要な部分を委託する場合には、事業者が以下の事項について措置をとっているかどうかでチェックしてください）
＜研究実施主体＞
	共通-1
	研究の実施にあたって、あなたはその研究に必要な専門的知識と技能をもち、十分な経験を有していますか？あるいは、そうした知識と技能、経験をもつ専門家の指導と監督のもとで研究を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-2
	研究の目的、方法、計画に、差別や悪意など社会的に不適切な動機や通念が含まれていないことを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-3
	本研究をあなたといっしょに行う、または業務の重要な部分を委託する、共同研究者、研究機関、団体、事業者がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|未定

	共通-4
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-5
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、それらとあなたとの関係や役割について文書によって取り決めを行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-6
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、共同研究の場合には当該機関における倫理審査の有無、事業者への委託の場合には事業者の倫理規範について十分な確認を行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜安全性＞
	C-7
	心身の問題や社会関係上の問題が、あなた自身、所属する組織、共同研究者や補助者に生じないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ

	C-8
	心身の問題や社会関係上の問題が、研究対象者とその関係者に生じないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ

	C-9
	研究対象者のプライバシー（長期間の行動観察、人間関係等）や機微情報（政治的信念、宗教的信仰、性的志向性等）に著しく立ち入る情報を扱っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	C-10
	研究遂行中に研究対象者になんらかの問題を発見した場合、それに対する適切な介入や支援を行うように配慮しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	C-11
	研究遂行中に研究対象者になんらかの問題を発見し、あなた自身や共同研究者の専門性では対処できない場合、問題を放置せず、第三者に仲介や介入を依頼することも考慮していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜インフォームドコンセント＞
	C-12
	研究対象者に、子ども、障害や疾患を有する、民族的マイノリティーなど、特別の配慮を要する社会的弱者が含まれていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	C-13
	子ども、障害や疾患を有する人などを対象とする研究においても、可能な限り研究内容を理解でき、自発的に研究に参加できる対象者を探す努力をしますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-14
	子ども、障害や疾患を有する人など、通常の方法の説明では研究内容の理解を得るのが困難で、かつ研究目的上そうした人々を対象とせざるを得ない研究の対象者の場合については、保護者や後見人などの代諾者に十分な説明を行い、代諾者から同意を得ますか？また、研究に対する本人の不快感や拒絶意志について可能な限り確認し、それを尊重する配慮をしていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-15
	研究対象者が、学校、病院、福祉施設などの生徒、患者、入居者など、機関や団体の管理下にある場合、当該機関の倫理委員会の承認を得る準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-16
	研究の説明の際、研究への参加は自由意思で決定でき、途中で中断・撤回できること、中断・撤回してもなんら不利益を被らないことを研究対象者に説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-17
	研究対象者が学生である場合、研究への不参加や参加が学生の教育にとって何らかの不利益を与えないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-18
	研究対象者に対して選ばれた理由と研究参加への依頼方法を明確に説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-19
	研究の意義・目的、参加する期間、具体的な方法について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-20
	研究に参加することによって得られる利益（金銭等による謝礼の提供を含む）、予測される危険性について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-21
	個人情報の取り扱いや成果公表時の配慮について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-22
	写真・ビデオ撮影、録音等を行う場合、実施する方法に配慮するとともに、研究対象者や関係者に同意を得ますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-23
	観察対象者や関係者から同意を得る方法は何ですか？
	|_|口頭|_|文書　|_|わからない

	C-24
	研究対象者が問い合わせできるように、研究代表者あるいは共同研究者の氏名、所属組織、連絡先等を知らせますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜個人情報の保護＞
	C-25
	研究で得られた個人情報およびデータの紛失、漏洩、取り違え等を防ぐために、厳重に保管し管理する方法（匿名化処理、保存媒体、保存場所等）について同意書・計画書に明記していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-26
	研究で得られた個人情報は、研究対象者のプライバシーを守ることを優先し、研究対象者の所属する組織や関係者に漏れることがないよう、十分な配慮がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-27
	研究対象者の個人情報を保存する期間、研究終了後の扱いについて同意書・計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-28
	研究成果が公表されることで研究対象者に不利益が生じないように十分に検討していますか？また、研究成果を公表する場合、研究対象者や関係者が特定できる情報は匿名化するなどの工夫を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-29
	研究で得られたデータは、研究の目的だけに使用しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜虚偽の説明・事後の説明＞
	C-30
	研究の目的上、研究者である身分を隠して、対象者に接触することを計画していますか？
	|_|はい|_|いいえ

	C-31
	上記に該当する場合、研究終了後に対象者に対して説明を行う予定ですか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-32
	研究計画上、あらかじめ研究の真の目的を説明することができない場合、虚偽の説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-33
	虚偽の説明を行う研究を実施する場合、遅くとも研究終了時点で研究対象者に虚偽の説明があったことを伝え、真の目的を説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-34
	研究代表者あるいは共同研究者は、研究終了後、研究対象者からの質問や要望に対して、誠実に対応する準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ



＜利益相反＞
	C-35
	研究対象者は、現在研究者自身と利害関係や親密な関係にある者、あるいは過去にそうであった者ですか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	C-36
	研究結果に対して経済的利害関係をもつ企業、個人、団体などから資金提供、備品供与、設備供与など研究への援助や便宜を受けていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	C-37
	上記に該当する場合、経済的利害関係にもとづく研究結果およびその公表方法に対するバイアスを防止する工夫がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-38
	上記以外に事前に予測される利益相反（研究結果に影響を及ぼす可能性のある経済的利害関係）はありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜研究参加者への報酬＞
	C-39
	研究対象者が研究に参加する対価として、謝金または謝礼を渡しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	C-40
	上記に該当する場合、その対価は社会通念上妥当なものであることを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜情報開示と問合せへの対応＞
	C-41
	研究対象者が、データの開示、利用停止などを求めたら、その要求に速やかに対応しますか？（無記名質問紙の場合は「非該当」を選択してください）
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当



Ｃ．インタビュー調査
2017.5.24一部改正

Ｄ．記名式質問紙調査・疫学調査・個人情報を扱う資料調査
（事業者に重要な部分を委託する場合には、事業者が以下の事項について措置をとっているかどうかでチェックしてください）
＜研究実施主体＞
	共通-1
	研究の実施にあたって、あなたはその研究に必要な専門的知識と技能をもち、十分な経験を有していますか？あるいは、そうした知識と技能、経験をもつ専門家の指導と監督のもとで研究を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-2
	研究の目的、方法、計画に、差別や悪意など社会的に不適切な動機や通念が含まれていないことを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-3
	本研究をあなたといっしょに行う、または業務の重要な部分を委託する、共同研究者、研究機関、団体、事業者がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|未定

	共通-4
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-5
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、それらとあなたとの関係や役割について文書によって取り決めを行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-6
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、共同研究の場合には当該機関における倫理審査の有無、事業者への委託の場合には事業者の倫理規範について十分な確認を行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜安全性＞
	D-7
	研究対象者のプライバシーや機微情報（政治的信念、宗教的信仰、性的志向性等）に著しく立ち入る情報を扱っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜インフォームドコンセント＞
	D-8
	研究対象者に、子ども、障害や疾患を有する、民族的マイノリティーなど、特別の配慮を要する社会的弱者が含まれていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	D-9
	研究対象者が、学校、病院、福祉施設などの生徒、患者、入居者など、機関や団体の管理下にある場合、当該機関の倫理委員会の承認を得る準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	D-10
	研究対象者が学生である場合、研究への不参加や参加が学生の教育にとって何らかの不利益を与えないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	D-11
	研究への参加は自由意思で決定でき、質問紙の送付や個人情報の提供後も撤回できること、撤回してもなんら不利益を被らないことを質問紙や同意書に記載しますか？
	|_|はい|_|いいえ

	D-12
	個人情報の取り扱いや成果公表時の配慮について質問紙や同意書に記載していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	D-13
	研究対象者が問い合わせできるように、研究代表者あるいは共同研究者の氏名、所属組織、連絡先等を質問紙や同意書に記載していますか？
	|_|はい|_|いいえ


＜個人情報の保護＞
	D-14
	個人情報の漏洩を防ぐための匿名化処理を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ

	D-15
	研究で得られた個人情報は、研究対象者のプライバシーを守ることを優先し、研究対象者の所属する組織や関係者に漏れることがないよう、十分な配慮がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ

	D-16
	研究対象者の個人情報を保存する期間、研究終了後の扱いについて質問紙や同意書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ

	D-17
	研究成果が公表されることで研究対象者に不利益が生じないように十分に検討していますか？また、研究成果を公表する場合、研究対象者や関係者が特定できる情報は匿名化するなどの工夫を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ

	D-18
	研究で得られたデータは、研究の目的だけに使用しますか？
	|_|はい|_|いいえ

	D-19
	研究対象者に直接関わる専門家(対象者の主治医、看護師、介護士など)以外が、研究のために対象者の個人情報（カルテなど）にアクセスする場合、対象者ないし代諾者の承諾を得ますか？ 
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	D-20
	研究対象者の個人情報を教育目的（授業、研究会、セミナー等）で使用する場合、研究対象者が同意をしている場合でも、個人が特定できないように工夫し、情報開示の範囲には配慮しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜虚偽の説明・事後の説明＞
	D-21
	研究計画上、あらかじめ研究の真の目的を説明することができない場合、虚偽の説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	D-22
	虚偽の説明を行う研究を実施する場合、遅くとも研究終了時点で研究対象者に虚偽の説明があったことを伝え、真の目的を説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	D-23
	研究代表者あるいは共同研究者は、研究終了後、研究対象者からの質問や要望に対して、誠実に対応する準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ


＜利益相反＞
	D-24
	研究対象者は、現在研究者自身と利害関係や親密な関係にある者、あるいは過去にそうであった者ですか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	D-25
	研究結果に対して経済的利害関係をもつ企業、個人、団体などから資金提供、備品供与、設備供与など研究への援助や便宜を受けていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	D-26
	上記に該当する場合、経済的利害関係にもとづく研究結果およびその公表方法に対するバイアスを防止する工夫がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	D-27
	上記以外に事前に予測される利益相反（研究結果に影響を及ぼす可能性のある経済的利害関係）はありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜研究参加者への報酬＞
	D-28
	研究対象者が研究に参加する対価として、謝金または謝礼を渡しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	D-29
	上記に該当する場合、その対価は社会通念上妥当なものであることを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜情報開示と問合せへの対応＞
	D-30
	研究対象者が、データの開示、利用停止などを求めたら、その要求に速やかに対応しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当



Ｄ．記名式質問紙調査・疫学調査・個人情報を扱う資料調査
2017.5.24一部改正


Ｅ．無記名質問紙調査
（事業者に重要な部分を委託する場合には、事業者が以下の事項について措置をとっているかどうかでチェックしてください）
＜研究実施主体＞
	共通-1
	研究の実施にあたって、あなたはその研究に必要な専門的知識と技能をもち、十分な経験を有していますか？あるいは、そうした知識と技能、経験をもつ専門家の指導と監督のもとで研究を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-2
	研究の目的、方法、計画に、差別や悪意など社会的に不適切な動機や通念が含まれていないことを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-3
	本研究をあなたといっしょに行う、または業務の重要な部分を委託する、共同研究者、研究機関、団体、事業者がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|未定

	共通-4
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-5
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、それらとあなたとの関係や役割について文書によって取り決めを行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-6
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、共同研究の場合には当該機関における倫理審査の有無、事業者への委託の場合には事業者の倫理規範について十分な確認を行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜安全性＞
	E-7
	研究対象者のプライバシーや機微情報（政治的信念、宗教的信仰、性的志向性等）に著しく立ち入る情報を扱っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜インフォームドコンセント＞
	E-8
	研究対象者が、学校、病院、福祉施設などの生徒、患者、入居者など、機関や団体の管理下にある場合、当該機関の倫理委員会の承認を得る準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-9
	研究対象者が学生である場合、研究への不参加や参加が学生の教育にとって何らかの不利益を与えないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜個人情報の保護＞
	E-10
	個人情報の取り扱いや成果公表時の配慮について質問紙に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-11
	研究対象者が問い合わせできるように、研究代表者あるいは共同研究者の氏名、所属組織、連絡先等を質問紙に記載していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-12
	研究で得られた個人情報およびデータの漏洩等を防ぐために、厳重に保管し管理する方法（保存媒体、保存場所等）について質問紙に明記していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-13
	研究で得られた個人情報は、研究対象者のプライバシーを守ることを優先し、研究対象者の所属する組織や関係者に漏れることがないよう、十分な配慮がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-14
	研究成果が公表されることで研究対象者に不利益が生じないように十分に検討していますか？また、研究成果を公表する場合、研究対象者や関係者が特定できる情報は匿名化するなどの工夫を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-15
	研究で得られたデータは、研究の目的だけに使用しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜虚偽の説明・事後の説明＞
	E-16
	研究計画上、あらかじめ研究の真の目的を説明することができない場合、虚偽の説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-17
	虚偽の説明を行う研究を実施する場合、遅くとも研究終了時点で研究対象者に虚偽の説明があったことを伝え、真の目的を説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-18
	研究代表者あるいは共同研究者は、研究終了後、研究対象者からの質問や要望に対して、誠実に対応する準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ


＜利益相反＞
	E-19
	研究対象者は、現在研究者自身と利害関係や親密な関係にある者、あるいは過去にそうであった者ですか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	E-20
	研究結果に対して経済的利害関係をもつ企業、個人、団体などから資金提供、備品供与、設備供与など研究への援助や便宜を受けていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	E-21
	上記に該当する場合、経済的利害関係にもとづく研究結果およびその公表方法に対するバイアスを防止する工夫がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-22
	上記以外に事前に予測される利益相反（研究結果に影響を及ぼす可能性のある経済的利害関係）はありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜研究参加者への報酬＞
	E-23
	研究対象者が研究に参加する対価として、謝金または謝礼を渡しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	E-24
	上記に該当する場合、その対価は社会通念上妥当なものであることを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


Ｅ．無記名質問紙調査
2017．5.24一部改正

Ｆ．その他の調査研究
下記に具体的に研究方法を記載してください。	
[bookmark: Text7]（     ）
＜研究実施主体＞
	共通-1
	研究の実施にあたって、あなたはその研究に必要な専門的知識と技能をもち、十分な経験を有していますか？あるいは、そうした知識と技能、経験をもつ専門家の指導と監督のもとで研究を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-2
	研究の目的、方法、計画に、差別や悪意など社会的に不適切な動機や通念が含まれていないことを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ

	共通-3
	本研究をあなたといっしょに行う、または業務の重要な部分を委託する、共同研究者、研究機関、団体、事業者がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|未定

	共通-4
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-5
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、それらとあなたとの関係や役割について文書によって取り決めを行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	共通-6
	上記の研究者、団体、機関、事業者等について、共同研究の場合には当該機関における倫理審査の有無、事業者への委託の場合には事業者の倫理規範について十分な確認を行っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜安全性＞
	F-7
	心身の問題や社会関係上の問題が、あなた自身、所属する組織、共同研究者や補助者に生じないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ

	F-8
	心身の問題や社会関係上の問題が、研究対象者とその関係者に生じないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ

	F-9
	研究対象者のプライバシー（長期間の行動観察、人間関係等）や機微情報（政治的信念、宗教的信仰、性的志向性等）に著しく立ち入る情報を扱っていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	F-10
	研究遂行中に研究対象者になんらかの問題を発見した場合、それに対する適切な介入や支援を行うように配慮しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	F-11
	研究遂行中に研究対象者になんらかの問題を発見し、あなた自身や共同研究者の専門性では対処できない場合、問題を放置せず、第三者に仲介や介入を依頼することも考慮していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜インフォームドコンセント＞
	F-12
	研究対象者に、子ども、障害や疾患を有する、民族的マイノリティーなど、特別の配慮を要する社会的弱者が含まれていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	F-13
	子ども、障害や疾患を有する人などを対象とする研究においても、可能な限り研究内容を理解でき、自発的に研究に参加できる対象者を探す努力をしますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-14
	子ども、障害や疾患を有する人など、通常の方法の説明では研究内容の理解を得るのが困難で、かつ研究目的上そうした人々を対象とせざるを得ない研究の対象者の場合については、保護者や後見人などの代諾者に十分な説明を行い、代諾者から同意を得ますか？また、研究に対する本人の不快感や拒絶意志について可能な限り確認し、それを尊重する配慮をしていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-15
	研究対象者が、学校、病院、福祉施設などの生徒、患者、入居者など、機関や団体の管理下にある場合、当該機関の倫理委員会の承認を得る準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-16
	研究の説明の際、研究への参加は自由意思で決定でき、途中で中断・撤回できること、中断・撤回してもなんら不利益を被らないことを研究対象者に説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-17
	研究対象者が学生である場合、研究への不参加や参加が学生の教育にとって何らかの不利益を与えないように配慮されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-18
	研究対象者に対して選ばれた理由と研究参加への依頼方法を明確に説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-19
	研究の意義・目的、参加する期間、具体的な方法について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-20
	研究に参加することによって得られる利益（金銭等による謝礼の提供を含む）、予測される危険性について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-21
	個人情報の取り扱いや成果公表時の配慮について説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-22
	写真・ビデオ撮影、録音等を行う場合、実施する方法に配慮するとともに、研究対象者や関係者に同意を得ますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-23
	研究対象者が問い合わせできるように、研究代表者あるいは共同研究者の氏名、所属組織、連絡先等を知らせますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜個人情報の保護＞
	F-24
	研究で得られた個人情報およびデータの紛失、漏洩、取り違え等を防ぐために、厳重に保管し管理する方法（匿名化処理、保存媒体、保存場所等）について計画書に明記していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-25
	研究で得られた個人情報は、研究対象者のプライバシーを守ることを優先し、研究対象者の所属する組織や関係者に漏れることがないよう、十分な配慮がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-26
	研究対象者の個人情報を保存する期間、研究終了後の扱いについて同意書・計画書に記載されていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-27
	研究成果が公表されることで研究対象者に不利益が生じないように十分に検討していますか？また、研究成果を公表する場合、研究対象者や関係者が特定できる情報は匿名化するなどの工夫を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-28
	研究で得られたデータは、研究の目的だけに使用しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-29
	研究対象者に直接関わる専門家(対象者の主治医、看護師、介護士など)以外が、研究のために対象者の個人情報（カルテなど）にアクセスする場合、対象者ないし代諾者の承諾を得ますか？ 
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-30
	研究対象者の個人情報を教育目的（授業、研究会、セミナー等）で使用する場合、研究対象者が同意をしている場合でも、個人が特定できないように工夫し、情報開示の範囲には配慮しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜虚偽の説明・事後の説明＞
	F-31
	研究計画上、あらかじめ研究の真の目的を説明することができない場合、虚偽の説明を行いますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-32
	虚偽の説明を行う研究を実施する場合、遅くとも研究終了時点で研究対象者に虚偽の説明があったことを伝え、真の目的を説明しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-33
	研究代表者あるいは共同研究者は、研究終了後、研究対象者からの質問や要望に対して、誠実に対応する準備がありますか？
	|_|はい|_|いいえ


＜利益相反＞
	F-34
	研究対象者は、現在研究者自身と利害関係や親密な関係にある者、あるいは過去にそうであった者ですか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	F-35
	研究結果に対して経済的利害関係をもつ企業、個人、団体などから資金提供、備品供与、設備供与など研究への援助や便宜を受けていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない

	F-36
	上記に該当する場合、経済的利害関係にもとづく研究結果およびその公表方法に対するバイアスを防止する工夫がなされていますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-37
	上記以外に事前に予測される利益相反（研究結果に影響を及ぼす可能性のある経済的利害関係）はありますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|わからない


＜研究参加者への報酬＞
	F-38
	研究対象者が研究に参加する対価として、謝金または謝礼を渡しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当

	F-39
	上記に該当する場合、その対価は社会通念上妥当なものであることを確認していますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当


＜情報開示と問合せへの対応＞
	F-40
	研究対象者が、データの開示、利用停止などを求めたら、その要求に速やかに対応しますか？
	|_|はい|_|いいえ|_|非該当



